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ゅうてんたいそんしっそくていしけんき 誘電体損失

測定試験後 電気機骨量のホ絶縁劣化を早期に検出し， 突発的

な絶縁破綾事故を未然

に防止するための絶縁

劣化検出用試験機の一

種で，この試験機では

誘電体損失を測定する

ことにより，機器の絶

縁劣化判定をする。

誘電体損失は吸収損

失，ヒステリシス損失，

コロナ損失および漏え

い損失等があげられる。

誘電体損失 11m.正接

(tanò) に比例するから，

一般に， こ の試験機は

tanð を測定し，この値

を絶縁物の性状を表わ

す目安 と して い る 。

tanð の発生機構に関

して各氏の説が発表さ

れているが，図 1 は最 誘電体鍋失測定試験機

も簡単な複合層絶縁物のベタト 図ーl ベクト ル図

!と図である。 OB は全充電電流 B C D 
AB は界面分極のため加わる充

電電流， BC は誘電体損失分電 A 

流 CD は導電電流を示 してお

り，通常， CD は BC よりきん少

であるので，これを閑却して δ

を損失角としている。 tanðの及 IP' -1 合
ぼす悶子と して， 濃度 ・温度・

周波数および印加1!î J王等があげられる。 一般に機器絶縁物は吸

湿， 温度 1-.昇とともに tanòを増大する。電汗が上昇した場合，

イ オン化点の電圧に迷すると tan ò は急増する。

一般に誘電正後試験用測定都として，次のものが使用されて

いる。

(1) シェ ーリ ングブ リ ッジ (schering bridge) 

(21 可搬式誘T巨体力不ブリッジ

(3) tanò 計(損失f市 1)

(4) タンテシレ ・ メータ

(5) ワッ ト メータ (watt meter) 法

誘'f[正接試験用語IIJ定 図ー2 シェ ーリ ングブリッ ジ接続レ4

;r.~で，鉄道工場で主恒

動機・ 主変 圧a'~ ~平の C, 
tanò 測定に多く使用

されているシェ ー リン

グブリ ッ ジの際理を説

明する。図々は，その

接続閃を示す。 Cpは

供試絶縁物の静電符量

および誘電体損失の等

価[九列怒抗， Cs は高圧

用傍;準コ γ デ γ サ， Q , 

S は平衡斤!可変抵抗?r':~，

C， は 平衡JTj jjT 袋、コ ン

デ Y サ， Gはさ主流用検流計である。

このブリッジが平衡した とき ， ブ リッ ジの原理に基づき下式

が成 りてLつ。

この式より

(ρ+ 71z)(百長s)=品z

ρ=会 Q l

C=i叶
拡i失 ffJを S とすれば， tan ò =ωC p であるから

tanð=ω，SC， 

また，誘電体損失を W とすれば

(E \, __ .'<'2 CsC, 
W宇\ï)p=ω'S ー奇::'_E'

実際の平衡操作に当たっては， Q と C，の調整による。 Q， S, 

C，による対地静包容量は，担IJ定誤差の原因となるので静電しゃ

へいを施してある。

この試験機はブリッジの接地方式により，正シェーリ γ グブ

リ ッジと逆シ ェー リ γ グブ リ ッジがあり，前者は低圧側の，後

者は高圧側の接合点を接地したもので，鉄道車両では被測絶縁

物の片側端子が接地している機採が多いので， 後者をとり入れ

ている(図 3) 。
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